
今週の注目材料＝新型コロナウイルスにらみの展開続く

　ドル円は先週半ばからドル買い円売りが一気に強まりました。

　今月に入って米ISM製造業景気指数、米雇用統計などの好結果が続くなど、米経済統計

は全般に好調。新型コロナウイルスの感染拡大懸念や、中国経済の鈍化懸念に世界的に

先行き不透明感が広がり、欧州、日本などの景況感悪化が懸念される中で、米国独り勝

ちの状況に。こうした動きが今月に入ってのユーロドルの1.11手前から1.07台への下落

(ユーロ安ドル高)を誘うなど、ドルはほぼ全面高となりました。

　

　ドル円も108円30銭前後から110円台を付けるところまで上昇していたものの、その後

新型コロナウイルス感染拡大懸念でのリスク警戒の動きに110円近辺で頭を抑えられる

展開が続きました。しかし、横浜港に寄港しているクルーズ船での感染被害拡大や、日

本での新型コロナウイルス感染による死亡者の発生などを受けて、海外市場では日本も

当事国との一つという意識が強まったと見られ、19日の海外市場で円売りが一気に拡

大。112円台への上昇につながる展開となりました。

　今週もこの新型コロナウイルスにらみの展開が続きそう。リスク警戒での円買い、い

わゆる「有事の円買い」がこれまでの一般的な流れでしたが、有事に買われることが多

く「有事のドル買い」という動きが一般的だった時に、911同時多発テロやリーマン

ショックの際にはドル売りが強まったように、当事国となった場合はその限りではあり

ません。一服しつつある中国の感染者数拡大が止まらなかった場合や、中国以外のアジ

アの国での感染被害拡大などが見られると、円売りの動きが加速する可能性もあります

ので要注意です。

　一方で米指標の好結果や、先週もナスダックが史上最高値を更新するなど好調な株式

市場動向を受けたドル買いの動きも継続。ドル円はドル買い円売り両面から上方向への

動きが見込まれています。

　急激なドル高円安に高値警戒感も見られますが、地合いは相当強そうです。

　経済指標としては27日木曜日22時半に発表される米第4四半期GDP改定値と、1月の米

耐久財受注が注目を集めています。

　独り勝ちの状況の米国。速報値ベースでの昨年第4四半期のGDPは個人消費が第3四半

期から鈍化したものの、貿易収支の改善などを受けて第3四半期と同じ前期比年率

+2.1％を記録。

　日本の第4四半期GDPが前期比年率-6.3％と衝撃的な弱さ。ユーロ圏最大の経済大国ド

イツの第4四半期GDPも予想を下回る前期比変わらずと、他の先進国の経済成長が冴えな

い状況となっているだけに、米経済の堅調さが目立っています。

　改定値では+2.2％と若干の上方修正が見込まれています。速報値時点では在庫投資が

わずか65億ドルと、前期の694億ドルから大きく減少し、GDPに厳しい影響を与えました

(GDP寄与度は-1.09％)。ただ、在庫部門は比較的速報値から改定値の間でブレが出るこ

と、12月の企業在庫が11月から改善してプラスになったことなどから、若干の上昇が期
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待され、改定値を支える可能性がありそうです。

　また、設備投資との関連が深いコア資本財受注の12月分が、GDP速報値前に発表され

ていた速報値時点での-0.9％から、2月に入って発表された改定値ベースで-0.8％とわ

ずかながら改善されたこともプラス材料です。

　

　予想程度の改善であれば影響は限定的も、予想を超えて改善が見られるようだと、日

本やユーロ圏の厳しい経済状況との対比が意識され、ドル買いが加速する可能性があり

そうです。

　同時に出る1月の耐久財受注は、変動の激しい輸送機器を除いた数字が+0.3％と前回

の-0.1％から改善見込み。コア資本財受注は予想値がありませんが、こちらも少し改善

が見込まれるところ。好結果を受けて第1四半期のGDPへの期待感が強まるようだと、こ

ちらもドル買いの材料となります。
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